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立川龍志

　

私
は
一
年
を
通
し
て
日
本
酒
の
か

ん
酒
を
好
む
。
猛
暑
で
も
ビ
ー
ル
は

あ
ま
り
飲
ま
な
い
。
あ
る
意
味
変
わ

り
者
で
あ
る
。
酒
を
覚
え
て
以
来
い

ろ
ん
な
酒
を
飲
ん
で
き
た
が
、
や
は

り
日
本
酒
が
一
番
好
き
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
故
郷
新
潟
の
酒
と
言
い
た

い
が
、
全
国
そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い
も
あ

り
、
ま
た
そ
れ
も
良
い
。

　

９
月
に
入
り
い
よ
い
よ
日
本
酒
の

お
い
し
い
季
節
が
到
来
す
る
。
実
り

の
秋
を
迎
え
、

秋
野
菜
を
は
じ

め
お
い
し
い
食

べ
物
も
豊
富
に

な
る
。
秋
の
夜

長
、
人
生
を
さ

か
な
に
仲
間
と
語
る
の
も
お
つ
な
も

の
で
は
な
い
か
。

小
平
市
長

市

長

の

ひ

と

こ

と

日
本
酒
の
季
節
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歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
品
質
の
高
さ
と
甘

さ
が
好
評
で
す
。

　

そ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
用
し
た
ワ
イ

ン
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
即
売
会
を
開
催

し
ま
す
。
ワ
イ
ン
の
試
飲
（
有
料
）
や
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
用
し
た
菓
子
な
ど
の

販
売
も
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１０

１１

１０

〜
午
後
３
時　

雨
天
中
止

と
こ
ろ　

中
央
公
園
（
西
武
線
鷹
の
台
駅

徒
歩
１
分
）

内　

容　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ワ
イ
ン
と
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
関
連
商
品
の
販
売

主　

催　

小
平
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
協
議
会
、

小
平
市

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
８
１

 　

落
語
立
川
流
家
元
・
故
立
川
談
志
の
直

弟
子
で
芸
歴　

年
、
家
元
推
奨
、
古
典
落

４５

語
の
本
格
派
龍
志
。
昨
年
真
打
ち
に
昇

進
、
志
の
輔
門
下
、
志
の
吉
改
め 
晴 
の 
輔 
。

は
れ 

す
け

談
春
門
下
で
、
今
話
題
の
女
流
二
ツ
目
こ

は
る
の
顔
合
わ
せ
で
す
。

落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

落
語
立
川
流
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

ききききききききききききききききききききききききききききききききき
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
き
く
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

第
６
回　
ル
ネ
・
お
笑
い
演
芸
館

昼
下
が
り
の
お
気
軽
千
円
寄
席

と　

き　
　

月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

１０

１３

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

１
千
円
（
全
席
指
定
）

出　

演　

立
川
龍
志
、
立
川
晴
の
輔
、
立

川
こ
は
る

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
と　

き　
　

月　

日
（
金
）　

午
後
６
時

１２

１１

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料
（
要
入
場
券
）

曲　

目　

ス
タ
ー
・
パ
ズ
ル
・
マ
ー
チ
、

映
画
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
よ
り　

ほ

中

央

音

楽

隊

小

平

演

奏

会

陸
上
自
衛
隊

か出　

演　

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊

申
込
み　
　

月
９
日
（
金
）
ま
で
（
消
印

１０

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
人
数

（
２
人
ま
で
可
）
を
、
返
信
用
表
面
に
申

込
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※
申
込
み
は
、
１
人
１
枚
の
み
で
す
。

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
の
発
送
は　

月
中
旬
の
予
定
で

１１

す
。

問
合
せ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
「
陸
上
自
衛
隊

中
央
音
楽
隊
小
平
演
奏
会
」
係
（
〒　

們
１８７

０
０
４
１　

美
園
町
一
丁
目
８
番
５
号
）

緯　

（
３
４
５
）
５
１
１
１

０４２

十三夜飾り

　

遺
跡
ウ
ォ
ー
ク
マ
ッ
プ
を
手
に
、
学
芸

員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
都
指
定
史
跡

鈴
木
遺
跡
、
市
指
定
史
跡
八
小
遺
跡
を
歩

き
、
鈴
木
遺
跡
資
料
館
の
見
学
も
行
い
ま

す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

陰
午
前　

１０

２４

１０

時
〜
正
午
、
隠
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分※
各　

分
前
、鈴
木
遺
跡
資
料
館
に
集
合
。

３０

コ
ー
ス　

鈴
木
遺
跡
資
料
館
們
鈴
木
遺
跡

保
存
区
們
こ
げ
ら
の
森
們
八
小
遺
跡
們
鈴

木
遺
跡
資
料
館

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
校
高
学
年
以
上
の
方

※
親
子
で
参
加
も
可
。

定　

員　

各　

人
２０

講　

師　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
学
芸
員

申
込
み　
　

月
５
日（
月
）ま
で
に
、
往
復

１０

は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
時
間
（
陰
、
隠
、
ど
ち

ら
で
も
よ
い
）
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全

員
に
通
知
）

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申
込
み
可
。

返
信
用
表
面
に
は
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
０
１

 
怯
十
三
夜
飾
り
の
展
示

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
〜　

日
（
日
）

１０

２３

２５

怯
お
か
ま
さ
ま
の
展
示

　

か
ま
ど
の
神
様
の
行
事
と
し
て
、
だ
ん

ご
を
供
え
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
〜　

日
（
金
）

１０

２４

３０

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　
　

月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）・

１０

１０月の
行事と催し

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
月
・

１０

１１

１２

祝
）・　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日

１７

１８

２４

（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
土
）

２５

３１

※
団
体
予
約
（　

人
〜　

人
で
日
曜
日
の

１０

３０

み
）
の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な

３０

り
ま
す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
問
合

１０

せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２

小
平
の
遺
跡
を
あ
る
く　

鈴
木
遺
跡
・
八
小
遺
跡

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
５
関
連
事
業

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
のののののののののののののののの
全全全全全全全全全全全全全全全全

秋
の
全
国国国国国国国国国国国国国国国国国

交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運

交
通
安
全
運
動動動動動動動動動動動動動動動動動

怯
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街　

こ
の
道

路
　

運
動
の
基
本
理
念
は
「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」
で
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
月
・
祝
）
〜　

日

２１

３０

（
水
）

重
点
事
項　

▽
夕
暮
れ
ど
き
と
夜
間
の
歩

行
中
や
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

※
特
に
、
反
射
材
用
品
な
ど
の
着
用
の
推

進
と
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
。

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

怯
自
転
車
安
全
利
用
五
則

　

市
内
で
発
生
す
る
事
故
の
約
４
割
が
自

転
車
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

▽
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外▽
車
道
は
左
側
を
通
行

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

▽
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
総
務
係
緯　
０４２

（
３
４
３
）
０
１
１
０

 　

市
で
は　

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

１０

「
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
週

間
」
と
し
、
環
境
美
化
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
場
所
か
ら
き
れ

い
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
美

化
活
動
を
実
施
し
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
し

みんみんななでで
ままちちをを

きれいきれいににするする
週週間間

１０月１日（木）
〜７日（水）

ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
に
ク
リ
ー
ン
作
戦（
清
掃
活
動
）

を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
、
事
前
に
問
合

せ
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
粗
品
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

※
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
に
も
粗
品
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

怯
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
活
動
紹
介

　

実
施
し
て
い
た
だ
い
た
清
掃
活
動
に
つ

い
て
、
Ａ
４
判
用
紙
１
枚
（
う
ち
写
真
４

枚
ま
で
）
の
任
意
の
形
式
で
報
告
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内　

容　

団
体
名
、
日
時
、
参
加
人
数
、

清
掃
場
所
、
回
収
量
、
感
想
ほ
か

申
込
み　

活
動
報
告
書
を
問
合
せ
先
へ

（
送
付
、
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
文
章
・
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
形
式
に
合
わ
せ
て
変
更
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

怯
環
境
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
環
境
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
お
よ
び
努

力
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
８
日
（
木
）
〜　

日
（
月
・

１０

１２

祝
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ　

環
境
政
策
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）、
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
３
６
、
死kankyoseisaku@

cit
y.kodaira.lg.jp

　

日
本
で
初
め
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培

を
始
め
た
小
平
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、

小
平
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ワ
イ
ン
ま
つ
り

　８月に行われた第４２回全国中学生テニス選手権大会の男
子ダブルスの部で小山真生さん（写真左）、増田健吾さんの
３年生ペアが準優勝を果たしました。
　「周囲の人に支えられて練習してきた。優勝できなくて
悔しかった」と話す二人。この大会をもって部活動を引退
したものの、高校生になってもテニスを続けたいと、今後
の希望を語ってくれました。

小平二中テニス小平二中テニス部部
全国大会準優全国大会準優勝勝

フォトフォトフォト
ニュースニュースニュース

平
成　

年
度
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

２６

金
賞　

小
平
第
一
小
学
校
６
年　

畠
山
幸

礼
さ
ん
の
作
品


